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▶本号の特集は，「放射線再照射はどこまで可能か？―適応と実際―」で
す。放射線治療後の照射野内再発に対する再照射は，従来，正常組織
の耐容線量や重篤な有害事象への懸念から，限られた症例に慎重に適
用される治療でした。しかし近年，画像誘導放射線治療，強度変調放射
線治療，定位放射線治療，粒子線治療などの高精度放射線治療技術が
進歩し，さらに BNCT や小線源治療といった治療手段も加わることで，再
照射の可能性は大きく広がっています。
▶本特集では，脳腫瘍，頭頸部がん，脊椎転移，肝細胞癌，直腸癌，婦
人科がん，前立腺癌と，多岐にわたる疾患・病態を取り上げました。加え
て，BNCT，陽子線や炭素線治療，小線源治療，スペーサーなど，再照
射という困難な臨床課題に対する様々なアプローチについてもご紹介い
ただきました。
▶再照射にはいまだ明確な「安全域」が存在するわけではありません。初
回照射からの期間，既照射線量と線量分布，正常組織の回復，腫瘍の
進展範囲，患者さんの予後や全身状態など，多くの因子を総合して個別
に判断する必要があり，放射線腫瘍医にとって，再照射の選択は非常に
悩ましいものとなっています。本特集が，再照射を検討する際の実践的な
指針となるとともに，その限界と可能性をあらためて考える契機となれば幸
いです。
▶また，診療や症例の投稿論文，中川先生の放射線治療談話会記録

「日本のがんと放射線治療」もとても読み応えのある内容です。本誌に寄
稿，投稿してくださった先生方にあらためて御礼申し上げます。
� 中村　和正
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